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And thus it flowed, Cherry Blossoms and Greenery・・・（PHOTOGRAPH)
藤原 等
Funw ARA, Hitoshi 
昨日のことかと思う。しかし、時間は流れて、やはり遠い、 昔日のよう な気がする。
1966年の3月のことであったと思う。 ボクの眼前には、腹の表皮に一筋の赤い直線が走る娃
の上に横たわる 「牛」がいた。腹を聞かれる「牛jがいた。神田日勝さんその人がいたのだ。帯
広市の駅前にあった 「うけか和画廊」の壁の前にボクは、もう、何時間立ちつくしているのだ
ろうか。油彩、板、 144.Ocm×182. 8cmの「牛jであった。 神田日勝さんのフ ォーブ調の大作群
「人と牛」シリーズの1枚であることを知ったのは、彼の死後のことであったO ボクが見た作品
は1966年のものであるが、 1964年作の「牛」も存在している。油彩、板、144.Ocm×144. Ocm 
のイ乍品である。
2002年の北海道の春は、驚くばかりの晴天高温で、 4月29日には、 江別や旭川の桜も満開に
なった。浅井学園のキャンパスの桜もことのほか美しく、動作が緩慢なボクにもシャッターチ
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ャンスがまわってきたのだ。あの日の帯広も暑かった。 朝、出勤するときは肌寒く トレンチコ
ートを羽織って十勝パスに乗ったら、乗り合わせた女性はみんなノースリーブであった。小樽
生まれ倶知安育ちのボクには 「十勝晴れ」など読めるはずもなく、十勝の大平原と 日高山脈の
スケールにまいってしまった。1937年（昭和12年）生まれの神田日勝さんと1936年 （昭和11
年）生まれの米山将治さんの2人に出会ったのだ。
当時、米山将治さんが詩人であるなんて考えてもいなかった。ボクには彼は新進の抽象油彩
画家と しての存在としてしか考えられなかった。もっとも、米山将治さんには、神田日勝さん
と出会う前にお会いしていた。詩人で親友の大橋博子さんに紹介されたのだ。 大橋博子さんは
当時、 帯広厚生病院の院長夫妻が主宰していた同人誌 「あすとらjに作品を発表していた人で
あった。大橋博子さんは、帯広労働会館の2階で米山将泊さんと結婚式を挙げたのだ。それか
らというものは、米山将治さん宅で 「将治の極めてわけのわからない話」を聞かされ、こちら
も、お返しに彼以上のわけのわからない話を聞かせることになった。
北海道の桜前線は短時間で北上し、 わけのわからない、緩慢なボクは、小学生時代から桜の
写真を撮り損なってきた。だが、2002年4月は違う。違ったのだ。そして、ボクも、 素直に、
「桜の花が奇麗だ」 と言えるよう になってきた。いつも、何だかんだと屈理屈をこねて、最後
に「美しいJとか 「奇麗だ」とか言ってきたものだから、周囲はシラケテしまっていたのだ。
2002年4月の桜を撮影した。「奇麗だ」と、 心から思って、理屈を言わないで撮った。理屈を言
わないで、「みずばしよう」 と 「白樺林」 を撮った。近ごろは、理屈にあきてきたのかも しれな
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いし、屈理屈に疲れを感ずるようになってきたのかも しれない。写真撮影は、体力が勝負であ
る。やはり、ベトナム戦争の報道カメラマンにならなく て良かったかとも思う。 前線の写真を
撮らないう ちに死んでいたのではないか。縁があって、最も苦手な分野の「健康プランニン
グ」に些か関わっているが、もっと基礎体力を若い頃培っておけば、重量感のある背中のザッ
クの機材が憎たら しく ならずにすんだものをと思っている。3年か5年に l度は「ぎっくり
腰」になる情けなさは、浅井学園の浅井幹夫理事長さんが、「おまえの、健康作りを、生涯学習
の一環として考えなさい」とボクに仕事を くれたのかなと思っている。ことさらに新緑が奇麗
な2002年の春であった。ことさらに「みずばしよう」の白が美しい2002年の春であった。
それから、横山トシさん（三軌会）宅で、石油ストーブで欄をして、中身はウイスキーなの
だ。その熱いウイスキーを湯飲み茶わんであおっている男が2人。それが神田日勝さんと米山
将治さんなのであった。当時、横山トシさんは、本当は米山将治さんに油絵の手ほどきを受け
ていたのだ。横山トシさん宅には、ボ、クは競馬場通りをバイクで通るのが常で、所用があって
たびたび訪問していたのだ。米山将治さんは、出前講座をl人でやらないで神田日勝さんを引
っ張り込んで、いよいよわけのわからない話をまく したてて横山トシさんの目をクルクルさせ
ていたのだ。そこに、いよいよわけのわからないボクが加わって、本当に、横山ト シさんにご
迷惑をおかけしたと思っている。砂津ピッキさんもわけのわからない話をしまくっていたが、
まったく、芸術家は何でこんなにわけがわからない話をするのか、その当時の自分のことを省
みず、わからなかった。 それでも、後年、油彩画家の野崎嘉男さんに出会って、これがまった
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く、 お話を聞けば聞く程よくわかるのであって、芸術家の話がわけがわかる ものなのだと、ま
ったく、 ボクの若気の至りであって、ボクは誤解していたのだとやっと気がついたのである。
神田日勝さんが、 1970年（昭和45年） 7月25日に亡くなってしまった。32歳8か月の人生で
あった。米山将治さんが、画業を本当に捨てて詩人になったという話については、まだ、 ボク
は信じていない。しかし大橋博子さんと離婚し、 一人娘と別れ、神田日勝さんの亡霊に導かれ
たのかどうかはわからないが（そんなこと、ボクには、とても聞けないことである）、神田日
勝さんの後見人を公称し（私称し）、執念とも見えるのだが、鹿追町に神田日勝記念美術館を
町民とともに建設し、 初代館長におさまったのである。それはどのよ うな意味を持つのか。ボ
クは、神田日勝さんが死んだ原因は、ヤカンのウイスキーだと思っているし、砂j畢ピツキさん
が死んだ、原因もポリタンクの焼酎だと思っているのである。だが、まて、離婚を迫られたのは
米山将治さんだ、ったのではないかと、時に、大橋博子さんを見ていて思う ことがある。
時は流れる。流れは、時になる。2002年4月に満開になる北海道の桜とは何者であるのか。
その後、米山将治さんが詩作を続け、大橋博子さんが詩作を続けているのかどうなのかわから
なくなっているが、ボクもまた、どうやら詩人にはなれなかったようであって、画家の鵜川五
郎さんの奥さんの詩人の鵜川 （白石）章子さんが、 北海道新聞の 「卓上四季 （？ ）Jにボクの
駆け落ちのこと解説してくれたりしたが、今は昔。熱い熱い、そして本当に暑い、帯広を6年
間で追放されたのだ。さすがに、 ボクは、家族を11.5トンのトラックに積んで晩雪降る狩勝峠
のテッベンで十勝の大平原に別離を告げたとき、こみあげるものがあった。泣いて、泣いた。
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かくして、 30歳、ボクは、再び、カメ ラを手にして個展形式の写真展（巡回展） を毎年、10
年間連続的に開催することになったのである。名機、オリンパスM lは、再びボクの青春を
表現してくれることになった。とうとう後継機オリンパスOMは2002年春生産を終了したこ と
も寂しく思う。今は、閉店してしまった旭川のマルセンデパート4階の催事場は、ヨ ロー ッパ
生まれのイルフォードのフィ ルムと印画紙がボクのイメージを固定するにふさわしい空間であ
った。マルセンデパー ト催事係で、後にリストラされてしまった千葉さんには、本当にお世話
になった。千葉さんと出会わなかったら、貧乏なボクは、写真の世界に舞い戻ることはできな
かったに違いない。千葉さんが、どのよう にボクをたすけてくれたのか、また、話が飛んで、、
米山将治さんが神田日勝さんの没後に日勝さんの作品群になぜこだわり続けたのか、詩人の大
橋博子さんがなぜ詩作から遠のくことになったのか、などなど、生々し過ぎて、今は、書けな
い。関口哲也さんが帯広で写真店を経営していて、 自らは十勝平野の風景写真を撮り続けてい
て（後日、 「帯広千秋庵」、今をときめく、あの「六花亭」の包装紙を飾っている、竜馬の子
孫、坂本直行さんの有名な包装紙のほかにも、関口作品があるのだ）、それは、前田真三さん
の美瑛 ・富良野の写真よ りも素晴ら しいものなのだ。月形竜之助という一世風廃の時代劇映画
スターがいたが、その月形竜之助の殺陣の弟子が関口哲也さんで、ボクは、関口さんの店でレ
ンズ交換のできるマミヤフレックスC型という 6×6判の二眼レフカメラを実は帯広を追放さ
れる前に手に入れていたのだ。日勝峠が開通したので、神田日勝さんを想って、国鉄パスに乗
って撮影に赴いたのであった。今は、書けない。帯広のアイヌ人のことなど、たくさんあり過
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ぎて、今は書けない。
2002年4月に満開になる北海道の桜とは何者であるのか。
その桜が散り、 2002年6月24日には石北峠に雪が降り、2002年6月25日、思い出の糠平湖は
マイナスの気温に下がり、滝川｜から旭川に来ていた教え子で自の不自由なI君が札幌で酒を飲
んで同級生のS君宅の外階段下で絶命したという知らせは、辛かった。本当に辛かった。学校
の玄関でボクを迎えた教頭先生が 「お前のようなものは、旭川にはいらない。帯広へ帰りなさ
い」と。それでもボクは、鬼の藤原としてI君やS君を育てたのだ。国立大雪青年の家の吉田
佐吉所長は、ボクのキャンプ指導を最初から最後までご覧になっていて、ボクがまったく目の
見えない子にも、キャンプ用ストーブに火をつける、一人ひとり、 火がつくまで、自分で火を
つけさせることをさせたから、とう とう昼が過ぎて、夜の8時が過ぎて、腹がへって、腹がへ
って、それでやっと、9時少し前に点火に成功したのを見て、「鬼の藤原という、教師がいる」
と、その後の所長講話のネタになったりして（虐待ではなくて、最後まで、あきらめないで、
ゃれないことをやれるようにする、という意味で、 誉められたのは後にも先にもこの話くらい
なのだが）、今、そんな特殊教育ができるのだろうかと、I君の知らせを聞いて思い出した。
こんなことが、「そして、流れて、桜と緑は………jの物語なのである。しばら くは、 胸をとき
めかせながらシャ ッターを切りたいと思っている。
夜明け前の、聞と光り、そして、ボクの写真展に「光りは、ボクらだ ！」がある。今は、閉
鎖してしまった北海道唯一の盲児施設 「小鳥が正学園」 の生活記録のドキュメンタ リーであっ
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た。 T君やSさんMさんは、 今は、「どこへ行ったやら」。近ごろ北原ミレイの「石狩挽歌」を
口ずさむことがある。石狩湾のふところ「朝里」はボクの誕生の地であるからだ。そう言えば
近ごろ人の名前が出てこなくなった。記憶力が弱いボクには当たり前のことだが、造形家の
阿部典英さんに聞いて、やっとわかったのだ。寺久保友哉さんのことである。 上述の 「あすと
ら」の有力な同人で、後に文学賞の最終候補にもなった小説家である。精神科医でもあって、
ちょうど39年前、酪農学園大学のキャンパスで行われた第1回北海道夏季大学の一員で、ボク
は大宅壮一学長のもとで学生委員長で、寺久保友哉さんのわけのわからない話にてこず、ってか
ら、夏季大学のメンバーたちと組織した「野幌会Jで一緒だ、った。精神科医の腕前よりも最後
まで小説家の寺久保友哉さんが好きであった。「野幌会」は39年記念行事をやるが、もう寺久保
さんは帰らぬ人になってしまった。 有島武郎の研究家高山亮二先生も昨秋他界された。まさ
に、 「そして、流れて、 桜と緑は..・H ・－」である。ボクは明日も光を見て写真を撮り続ける。
(2002年6月26日夜明け前の薄明を見つめて 野幌の自宅にて）
使用機材
1 .キャノ ンEOS7.キャノ ン EF24mm -85mmスーム 2.キャノンEOS7. タムロン
SP24mm 135mmズ、ー ム 3.キャノンEOS3.キャノン EFlOOmm 400mmズーム
撮影地（作品順ではない）
1 .美唄市 （東明公園） 2.江別市（浅井学園大学キャンパス） 3.三笠市（北海道の三笠
山） 4.旭川市（春光台公園と旭川・鷹栖イ ンターチェンジ、バイパス付近） 5.鷹栖町
（道道72号旭川幌加内線、北野 江丹別中間地点）
